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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はSO2濃度の上興に従い階段状に増加（DOSe　re－
　　　　　　　　ee　1章　緒　　署　　　　　　　　　　sponSe　relationship）する傾向がみられること⑤①⑩

　慢性気管支炎についての医学的記述は1808年Bad一　　⑪，　SO2と降下煤鵬との混合物吸入により，この気道

halnによつて初めてなされた・彼は気管支炎を急憐・　　狭窄反応が増強すること⑧，　SO2とそれ自体不活性の

無力性（asthenic）及び慢性の3型に分類し，慢性型　　　食塩誰一冒ゾル混合によつても同様の相渠作用が趨る

は主として中年以後に発症し，冬撃の咳漱，喀疾及び　　　こと⑧⑨⑪，更にSO2をいろいろの大きさのH202

歩行時の胸部絞掩感を主症状として膚し・気候不順や　　　のミストによつて酸化し，H2SO4のミストに変化さ

アル＝・・”ル中毒によつて増悪するとした①。　　　　　　　せて吸入実験を行つた結果，H2SO、ミストの方が刺

　この十数年間の慢性気管支炎に関する疫学的，臨床　　　激作用が強いことを明らかにし⑧⑩，これらは急性反

的並びに病理組織学的研究の発展はめざましく，疫学　　　応であるが，慢性影響，例へば慢性気櫛支炎や肺蝋腫

的研究により，慢性気管支炎と大気汚染・わけてもSQ2　　などの慢性閉塞性呼吸器疾患に対しても，将来の研究

との関係が重要視されるようになつた。Waller　and　　の方向を示峻すると述べている⑫。

L・w・h・・②③は診断の齪している灘贈顛並　一方灘贈麟の根本的な変化は徽の翻な

びに肺気腫患者につき，毎日の症状（主観による）と　　　生成であるといわれている。粘液の過剰分泌が行わ

SO2濃度，煤塵量，温度及び湿度などとの関係をみ，　　　れる過程は不明であるぼかりでなく，細菌感染とはい

大気汚染の程度に一致して，慢性気管支炎並びに肺気　　　かなる関係にあるかも不明であるといつてよい。粘

腫患者の平均症状が明らかに増加していることを認め　　　液分泌に関する実験的研究は，大部分が急性刺激を用

た。我国でも笹本ら④はユ962年1月，9月並びに1963　　いての実験によつて行われ，刺激を艮期間作用させ

年1月，9月に呼吸器外来を訪れた慢性気管支炎患者　　　ての実験は殆んど行われていない。古くはFIOrey，

の推移をみると・62年・63年共に，大気汚染の強い　　Carleton　and　Wellsら（1932年）⑬，最近では

1月に気管麦炎の占める割合が増加しており，これら　　Elmes　and　Bell（1963年）⑭並び1’c　Reid（1963年）⑯

の患者の症状と大気汚染の程度との関係をみると，大　　　の報告が知られているのみである。

気汚染がひどい時に呼吸困難咳及び疾などの症状が　　著看はfラツトを長期間（最高22週）SO、に麟せ

悪化し・大気触瀧けれ囎卿・敵善する蘇がみ　しめ．嫡に尉る粘液の撫並びに鑛と細歯。つ

られると述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　き検索し，

　慢性気管支炎の成因について，Oswald⑥，　Fle－　　　　1．　SO2曝露により粘液の過剰分泌が起りうるか

tcher⑥，大島⑦は大気汚染と喫煙とが璽要であると　　　　どうか。

している。又・外山らは・1～60ppmのSO2吸入に　　　　2・起りうるとすれば，気道のどの部分にて薯明で

ょつて気道抵抗増加を認めたこと③⑨⑩⑪，気道抵抗　　　　あるか。
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　3，その時検出される細菌の種類並びにその部r偽　　　ることが出来，これにより曝鱈室内の混合ガスの流れ

　4．粘液の有無並びに多擦と細菌との関係。　　　　　　を調節し，検圧計並びにコルベンにおける発1包数によ

などについて検討を加え，若干の知見を得たので報告　　　る調節とあわせてSO2濃慶を調節した。

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3項　曝曙蜜内のSOu濃度のll寺間的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推移（予備喫験）

　　　　第2章　爽験動物並びに実験方法　　　　　　　　　一一楚盤のSO2を流し，排気溺の圓転数を・一ス総に傑

　　第1項　実験動物　　　　　　　　　　　　　　　　ち，3（1，60，120，］80，240分罎に，曝1，撰窺内の4力

　体重約loogのウイスター糸ラツトを40匹用いた。　　　所より瀦合ガスをとり，　SO2濃度を測窺したところ，

　　第2項曝露装羅　　　　　　　　　　　　　　aaぼ満足拙来る結果を得た。（炎1）

　叢醗は図：Lに示す如く3つの部分よりなつている。

　ユ・SO2ガスボソベ・検圧計兼流鋤｝1’並びにグリセ　　　表1　曝露室内SO2濃麗¢）時llll的推膨

　　リンを容れたコルベソ。　　　　　　　　　　　　　　　（ppm）
2，　1繋　鐸缶　塑0

3．排気管並びに排隻研1鮎

曝露墜の中央にはポリpmチレソ製のSanipling　tube　　　　　3｛〕分

を挿入してある楡をした。このSampling　tubeに　　　　60　fl＞

より，曝露室内の1億の場所から任意の時にサソプル　　120分

をrとることが出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　180分

　排気鏑はスライド．i’ラ：／入により圓転数を調節す　　　　2藁0分
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SO・灘はF“chsi・－F°・m・1deh・d・灘より測　表2　1i暴灘と畑鮮の轍の餌！瞬
定した。
　第4項　　so2曝露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝　　　　露　　　 堵洋

ラツトを曝露群と対照群とに分け，曝露室の扉の大　　　　粘　　　液

1欝1義羅簸難灘1圖誹∴一

　対　　　照　　　群

粘　　　液

・1一
暦十

”一閨u∫f1「3

6日，1日に6時間行い，最も長いものは22週に及ん

だ。曝露中は飼料及び水を与えなかつた。曝露期闘外　　　　　第2項　曝露期聞と粘液の有無

は全ての動物は全く岡じ条件下に飼育した。　　　　　　　曝露期間と粘液の有無との関係は表3に示す鵡1く嘘

　　第5項　SO2濃渡　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。曝露群では曝露開始後8週に2例，9週に4例

　初めの2週間は200～4UOppmとし、その後は400～　　　屑殺し．粘液のフ億無を観察しているが，奮例にて粘液

600　ppmとした。　SO2濃度はFuchsin－－Form一　　陽幟であつた，

aldehyde法により，　NaHSO3の水溶液で撰準液を

作製し，光醒比色計を用いてサンプルを槻準液と比色　　　表3　　　曝露期間と粘液の有無

し，濃度を汐乏定したo

　　第6項　鼻咽腔，気管，気管支並びにll市の極1索

　ラットを屠殺し，胸腔を開き’、気瞥．気管支，肺並

びに心を一・zzとしてとり出し，気瞥，両側の主気管支

並びに区域気管支以下の気管交を切り囲き，肉眼的に　　　　く9週

粘液の有無並びに多簿iを観鑛した。轟lr因腔，三ヒ気管支　　　10～18週

並びに肺を切り開いたその表面から培餐に供する材料　　　19遍く

をとり，48間時培養した。培地は人血液寒天培地，ド　　　　計

リガルスキー培地並びにブドウ球菌培地を用いた。
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出来なかつた5例を除いた曝露群22例と対照群13例の

気管，主気管i支並びに区域気管支以下の気管支につ

き，粘液の有無を肉眼的に観察した。区域気管支以下

の気管支については，5ヵ所において区域気管支以下

　　　　　　　　第3章　実験成績　　　　　　　　　　　　　第3項　曝露群各部億における粘液の膚無

　　　繍粘液分醐するs・囎の　管難簗篇繍驚蒙灘轡黒驚
　　　　　　影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部位でも粘液陽性であつた。
　曝露群27例のうち、不測の事故によつて拓亡し，数

翻闘してから親さ糠ため・綴の撫を徽　表4縣儲部鷹鮒翻i液の撫

の気管i支を細い鋏で切り開き、粘液の有無を観察し．　　　…ve一’一’’”．t

曝露群・対照聯共に気管主気管皮並びに区域気管支以　　　一　　　一

・駆で・粘鰍厩も嚇駐轍・し1、。瑠
5ヵ所共に粘液のみられないものを粘液陰性とした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　19週く

下の気管支の1ヵ所にでも粘液のみられるものを粘液　　　　計

陽性、いずれにもみられないものを粘液陰性とした。
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　　第1項曝露群と対照群の粘液の有無　　　　　　　　第4項曝露群各部位における粘液搬の多蝶

曝欝と対照群とに湖る撒の有鮮昌罰しては・　vaeaesの賭1主気骸並び酢こ区職骸以勘気
表2に示す如く，曝露群は全例にて粘液陽性であり，　　　管支のそれぞれについて，存在する粘液盤の多籔をみ

対照群は13例中U例にて粘液陰性であつた。対照群｝3　　ると，表5に示す如く，区城気管支以ドの気管支に多

例中2例購腋陽性であつたが，2例共に気管にだけ　くみられる髄カミあり，cの餉曝蹴聞の長いも

わずかに認められたに過ぎない。　　　　　　　　　　　の程薯明であつた。
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衷5曝露　絡部位における耳・腋量の多録　　　G・tet「agena・P・e・d°m・・…pecies　2例・E・

　　　　1・1・1・LILll膿膿窒窪り1講撚欝li∵1：
　＜9週　　　　　2　　　　0　　　　2　　　　3　　　　　7　　　　　a－Streptococcus　8例中3例，　γ　一・　Streptococcust

10・’v18週　　0　　2　　3　　2　　7　　Proteus　speeies　2例，　G．　tetragena，　E　coli　IL例

・9週く　・　2　8　2113　の1聴ある．1－1．i。flue。、a，，　Dip1。。。ccu，　p。，u．

計13141i3　i・127　m・…eは・而徽・・Uflh；らも検出さ・・な・・つた・

縫難鰹購織瓠の　　表・・儲・榔お幡・1隙・率
C・区域気管支以下の気管支にて粘液の殻も　　　　　吸葵露群

　　　多いもの

　　D．殆んど差のみられないもの

　　　　礁雛讐際搬襲劣謁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く9週
　　’」、　　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10～18週

　対照群に13例中11例にマぐ粘液陰性であるのに対し，　　　19遡く

縣鞭醗例にて撒馳であつた・曝蹴撒　　評…
8週に2例，9週に4例腿殺し，粘液の有無を観察し
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ているが，すでに全例において粘液陽性であつた。粘　　　　　対照詳

液は気管，主気管支並びに区域気管支以下の気鰐支の

うち，区域気管支以1ドの気管支に多くみられる傾向が

あり，この傾向は曝露期間の畏いもの魁著明であつ

た。
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　　　第2節細　菌　　　　　　　　『乏g週
　鼻咽腔i，主気管支並びに肺を切り開いたその濁面か　　　10～18週

ら材料をとり，48時間培養した。培地は人血液寒天培　　　ユg週く

地，ドリガルスキith一培地並びにブドウ球菌培地癒用い　　　nt…一一丁曽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
た。

　　第1項　両群二斉部｛立における紐1菌検出率
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裏6に示す如く，細薗は曝露鐸，対照群共に騨咽腔　　　　表7　両群より検出された細菌の種類

のみから検出され，主気管支並びに肺を切り開いた衷

面からは全く検出されなかつた。

　　第2項　検出された細菌の種類　　　　　　　　　　　α．Svreptococcus

　曝露鮮22例全例，対照群13例中11例の鼻咽腔から細　　　　T”Streptococcus

菌が検出されたが，このうち細菌の分離同定が可能で　　　　Staphylococcus　albus

あつた曝露1洋13例，対照群8例について，同定された　　　　Neisseria

細菌の種類をみると，表i7に示す如くであった。　　　　　　P「oteus　sPecies

両謙おいて検出された細菌の種を比較してみる　Klebsiella

と，翻な齢みられていないが、S・・phyl・c。cc・・　G・　te“「agena　．

。lb。，縢欝にては13伽5例1・灘されているの　Pse呼mQnas　spec’es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．coli
にもかかわらず，対照群では8例中1例にも検出され

ていない。細菌各種についてみると，曝露群にては

曝露群
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（8例）’

Proteus　speciesが最も多く13例中6例に検出され，　　　　第3唄　細菌と粘液の有無及び多擦並びに

次いでα一Streptococcus並びにStaphylococcus　　　　　　曝露期間との関係
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albusが13例中5例に，　Neisseria　4例，　Klebsiella，　　　細菌の櫨類と粘液の有無及び多螺並びに細薗の種類
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　　　　ゐと曝露期間との間には相関関係がみられなかつた。　　　　たり24～50時聞曝露させ，曝露中止後8～12遡経過し

　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てから，第2園図の曝露として，40～80ppmのCl2

　細菌は曝露群・対照群共に鋒咽腔のみから検韻さ　　に1～5週間に17～50時間曝露させ，b群は生後18～

れ・主気管支並びに肺を切り開いた表面からは検出出　　3i週目からa群2回目と同様の曝露を行つた。曝露終

来なかつた。検出された細菌の鍾類に関しては，両群　　　了まで生存していたラツトを曝躍直後に屠殺検索し，

の間に著明な差はみられtsかつたカS・曝躍洋のみから　全例の気管如こ粘液が存在していることを認め粘液

ユ3例中5例にStaphylococcus　albusが倹出されて　　　の増加は気管支粘膜の1不細胞の数及び拡がりの増加と

いる。慢性気管支炎にて聞題となつているH・influ一　　　関係しており，又これらの変化は生後20週以内に曝贈

enzae並びにDiplococcus　pneumoniaeは検出され　　　したラツトに著明であつたと述べている。　Reid⑯は

なかった。粘液の有無及び多擦並びに曝囎期闘と魁ll菌　　　ラツトをSO2に長期闘曝欝させ，慢性気管支炎の

叢との間には何ら相関関係をみなかつた。　　　　　　　　Stigmata即ち，粕液分泌細胞の肥大増坐な作り出そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うと試み．更に，感染がどんな役割を演じているかに

　　　　　　　第樟纐並びに搬　　　　ついても襯し．た．徽畷初、・ppmのs。、を3力

現在1の欝では，欄三・f禰物NslEびに糊の3っ　胴吸入させたが，撫献き嫉化がみられなか
から慢性i気管支炎の原因を追求しようとする多要凶原　　　ったので，濃度を徐々に上昇させ，300～400PPmの

瀦（M“1tifact°「ial・au・ati。・th・。・y）がとられ　SO・に1週｝・51ヨ，・雛嚇1湖，繍6週間囎さ

ているが⑯，頻因のうちでも大知・蛤ま滴撫　せ，…を榊1勺に暇し，嫡におけ翻液碗

の刺灘物質の吸入並びに細菌感染力姓黙れ儲家　勲肉眼的を・螺し剛階と比較した。曝蹴1㍑て

によ嫌議されて来た・焔中に含まれている刺灘　は識伽2鵬でをこ1燦徽ぴに気敵にて料i液が

獺のf懐触ものはSO・・NO・・0・など1である　みられなかつたが、2週姻ぎてから蠣・畷の粘

が1特に重要視されているものeth　so・である・刺激　液がみられ，4週後にはいくらかのen：の粘液は全・Cの

性物質特にSO2の気道に及ぼす影響については，諸　　　ラツトにみられ，数匹にてはかなりの盤の粘液がみら

”at’tqより多くの報働ミなされているが・これ臆急性　れるようになつた。粘液は曝露3週までの群で8例中

刺灘よる研究が多く⑰’n⑳，搬朔轍を凧・ての研　2例，31／・～6週までの群で7僻7例，6週のt1

究は少い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では73例中43例に陽性であるが，対照群では，それぞ

SO・を用いたVaVS刺醸験では，　H・mperdi・k⑳　れ1・榊G，8例1・1・・O，40例中8例にて1徽陽性であ

＠はt。．。6～。．鰯46の齪のS・・に囎さ濱い　り，粘液の灘率は囎謙瑚らかe。多かつたと

るエレクトロン゜メタル鋳造工場の蛍働者の上気道　　　報告している。藩考の実験にても粘液は曝露群におい

には慢性カタ・唯症状が普遡こみられ，陶こは臓噸　ては全例tc陽性であり，対照群にては丹。ずか2例に

もみられたと報告しIMeneiyら（⑫はラツトを用い　　陽性であつたのみである。又，曝露9週までで，すで

1・2・4・8・16・32PPmのSO2を2年間吸入させた　　　彫こ，全例に粘液が陽性である（6例中6例）ことよ

結果波膚及び結膜の炎症膿化と贈支炎症状の発　り，粘液の鯛分泌はR・id⑮の縮の如く，鰍的

現をみとめ，SO2濃度の高い程死亡率も高かったと述　　早期よりみられるものと思われる。　Restrepo　and

べている・筋⑳隊勅用いての撒で，縫欄　H…d⑭は，撒の大紛は末槻骸よりも蜘管
軸醐から上嫡の炎症・更随んで・蜘叡炎力・　支に蛛するとの搬的な考え關し，遡。糊簿

主なる所見であると記載している。刺激性ガス長期曝　　　皮に由来する可能性の方が大きいと述べているが，本

露による気道の撒分泌に関する実験的研究には大　実験にても，撒は気管及び撫骸に比L．区城気
野⑳，　Elm・・and　B・1・⑭並び・・R・・d⑯の報節あ　骸以下の贈難多く磁する傾向力・あり，こ獺

る・燗⑳は編・徽用い海日・～31醐ずっ　向は麟欄帳いもの儲開であるのは湘織鞠

1～2朝間澱低30PPm，最高8°PPmのSO・を　所凱剃編）と合せ翫塒、非常に興味深い点で
連続的に吸入せしめ，このうち2例を60日後に屠殺　　　あり，Restrepo　and　Heardの見解を支持するもの

し，そのユ例の気管並びに気管支に粘液分泌増加を　　　である。

みとめて・・る・Elmes　・nd　B・11⑭はウ・胴数の　搬気骸炎の原嚇として，　H，　i。fl’。。nZ。。と

h°°ded「ats及びwhit・・at・を用い・それぞれを　Dipl。・。cc・・p・eurn・niaeがVaeS視されてし、る。

2つの麟群（a・b）群と対照恥分け’・群菅姓後　1・938年M・1d・・⑳が灘気管支炎と気骸拡灘儲

7L～1°週目から14～3°P・mのC’2　「c　3　N4週間・・わ．よ喉出され磁1よH・i・flu・・zaeカ・多いと幸［浩し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コた。この後，May⑳⑰⑱を初めとして英国諸象⑳⑳＠　　　coccus・Neisseria　Pseudomonas・Klebsiellaな

＠により検討され，H．　influenzaeとDiplococcus　　どが対照群の聯咽腔からも検d』されている，即ちラツ

pneumoniaeが重要視されるようになつた。英園や　　　トの鼻咽腔における常在菌であると考えられるのに対

北欧の研究者によればH．influenzaeは慢i∫k気管　　　し，　Staphylococcus　albusはll塞露1洋のみから検出さ

麦炎，瀦の80・vg（」％に検出されるという⑳＠⑬⑭。　れ，対購からt・k検出されてL・ないeこれはSO、曝

Bmmfitt⑯とLees　and　McNaught⑩は経気管支鏡　　　露によつて鼻咽腔の細菌叢が変化したためと考えら

的に喀疾を採取し，比較的高率にH．influenzaeを　　　れる。この意味では曝灘群ラツトの轟11因腔のみから

みとめている。May⑫，　Edwards⑲及びMurdoch⑰　　　Stapllylococcus　albusカミ検IUされたのは重要視され

によれば，膿性疾にては特にH．influenZaeの検出　　　てよい事と思われる。

率が高いという．D。wli・gら⑱は慢　　気骸炎と気　R・id⑯はラ・トを長1燗SO、に曝鋒恥しめた前述

管麦拡張症に関する自身の研究成績と共に，従来の諸　　　の研究において，曝露剛間が畏くなるに従い，気管、

家による両疾患の細菌検索成績を表示糸召介している　　　両側の主気瞥支並びに1肺を切り開いた褒醐力・らの細菌

が，これをみても，H・influcnzae及びDiplococcus　　　検鵬率が高くなるが，検出さナ1，た細薦嫉轟1咽腔より検

pneumoniaeの検出率が高いとする報告が多いe　　　　出された細菌と同じであり，病源菌というより常在菌

　これに対して，我国における報告をみると，検出さ　　　であると述べている。

れる細薗は外国のそれとはかなり異り，H・influen一　　　著潜の実験においては，細菌は三1三気僻支戴びに肺を

zaeの検出率はかなり低いようである。中村ら⑲は　　　切り開いた表価からは検出されなかつた。即ちSO2

慢性気管支炎に由来したと考えられる肺気腫思潜につ　　　曝露22週までのところでは，主気瞥：支並びに肺を切り

いての喀疫，咽頭培養並びに気管支分泌液で．細菌叢　　　開いた蓑面は無爆1的廼あつた。しかし，すでに慢性気」

はほぼ同じ分布を示し，他の呼吸器疾患に比鮫する　　　欝支炎の特微の一一つとされている粘液分泌細胞の増生

と，慢1性気管支炎ではStaphylococcus　albusの検　　4）結果（鯛［縄）粘液の過剰分泌が趨つている。これ

出率が高く、膿性淡ではStaphylococcus　aureusが　　　はSO2曝露によつて詑気管支並びに肺を切り開いた
優位のものが多いと述べている。高橋ら⑳は慢性気管　　　ii整面から細f墓iが検繊されない初期において，すでに，

支炎64例と亜急性又は急性気管支炎68働こついての喀　　　粘液の過剰分泌が起つている時期があることを示して

疾培養の結果，a－Streptecoccusを66％，　Neisseria　　いる。この点を明らかにし得たことは慢性気管支炎の

speciesを50％，　Staphylococcus　epidermidisを　　　初期，即ち粘性喀疾はあるが来だ細菌感染の証明され，

49％，Micrococcusを36％，　Diphtheroidなどのグ　　　ない初期の病像の解明に役立つものと考える。

ラム陽性菌を35％に検出した。これらの菌は慢性，急

性（亜急性も含む）ともに検出率に大差なくジただ　　　　　　　第5章結　論

Staphylococcus　aureus力監急性気管麦炎群に35％検　　　慢｛生気管皮炎の発生原因としてのSO2の占める位

出されたのに対し，慢性気管支炎にては1h％である。　　　羅の璽要性を考え，ラツトをま蓮期間SO2に曝露させ，

他方Hl　influenzae，　Diplococcus　pneu瓢oniae，　　　気道各部位における粘液分泌及び細菌叢にっき対照群

Klebsiella，　Pseudomonas，　Coli　groupなどの検出　　　と比較検討し，次の如き知見を褥た。

率はいずれも低率で，1～5％であると報告してい　　　　1・対照群では13例中11例に漏占液陰性であつたが，

る。宝来ら㊨も菌検索を行い得た19例中α一Strepto・一　　曝露群では　全例に粕液陽性であるばかりでなく，存

coccus　6例，　Neisseria　5例，　Staphylococcus　　在する粘液量も多く、曝露群にては明らかに粘液の過

・u・eu・4例St・phy1・c。ccu・alb・・．3例G・am　乗扮泌力聡められた・

negative　bacili　11例を検出しているe著者の実験は　　　　2．粘液は気管並びに主気管支よりも区域気管支以

ラツトを用いているため　人体例についての研究であ　　　下の気管支に多く認められ，曝露期間の畏いもの程著

るこれらの報告と同一視は出来ないが，ラットの鼻咽　　　明であつた。

膣から検出された細菌については，a・Streptococcus，　　　3．　SO2曝露9週までに屠殺した6例全例に粘液の

Neisseriaの検出率が高くHinfltzenzae，　Diplo一　　過剰分泌が認められた。これよりSO2曝露の比較的

coccus　pneumoniae，　E．　coliなどの検出率が低かつ　　　早期より粘液の過剰分泌が起ると考えられる。

た。又曝露群のみからStaphylococcus　albusカミ13　　　　4．細菌は，曝露群では22例中全例に，対照群では

例中5例に検出された事は中村らの報告をも考慮に　　　13例中11例に鼻咽腔のみから検出され，主気管支並び

入れた場合興味ある点と思われる。又α一Strepto一　　に肺を切り開いたその表面からは検出されなかつた。
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